
恩 納 村 の を 探 そ う ！
S D G s 全 国 フ ォ ー ラ ム 2 0 2 4 沖 縄 に 参 加 し ま し た ！
　 1 2 月 2 1 日 、 沖 縄 県 市 町 村 自 治 会 館 に て 、S D G ｓ 全 国 フ ォ ー ラ ム 2 0 2 4 沖 縄 が 開 催 さ れ ま し た 。 恩 納 村 は S D G s

未 来 都 市 と し て 、 サ ン ゴ の 村 宣 言 の 取 り 組 み を 紹 介 す る ブ ー ス を 出 展 し ま し た 。

　 こ の イ ベ ン ト は 、「 沖 縄 ら し い Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 次 世 代 に 繋 ぐ 」 を テ ー マ に 、 地 域 や 国 際 社 会 の 課 題 解 決 に 向 け た 議 論 や

ア イ デ ア を 共 有 す る 場 と し て 、 県 内 外 か ら 多 く の 参 加 が あ り 盛 り 上 が り を 見 せ ま し た 。

　 基 調 講 演 で は 、S D G ｓ 達 成 に 向 け た 先 行 事 例 の 紹 介 や 現 在 の 課 題 な ど が あ げ ら れ 、 自 然 環 境 と 経 済 活 動 の 調 和

の 重 要 性 が 話 さ れ ま し た 。 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 沖 縄 県 知 事 も 登 壇 し 持 続 可 能 な 観 光 や 自 然 環 境 の 保 全 、

地 方 創 生 な ど 幅 広 い テ ー マ が 議 論 さ れ ま し た 。

　 ブ ー ス 会 場 で は 、 県 内 の 企 業 、 団 体 、 自 治 体 の 出 展 が あ り 、 そ れ ぞ れ が 取 り 組 む 様 々 な S D G s 活 動 を 発 信 し て い

ま し た 。 恩 納 村 の ブ ー ス に も た く さ ん の 人 が 活 動 内 容 の 話 を 聞 き に 足 を 運 ん で く れ ま し た 。

　 こ の フ ォ ー ラ ム を 通 じ て 、S D G ｓ 達 成 に は 地 域 の 特 性 を 生 か し た 取 り 組 み が 不 可 欠 で あ る こ と を 再 確 認 で き ま

し た 。 身 近 な と こ ろ か ら 行 動 を 起 こ し 、S D G s の 実 現 に 向 け み ん な で 引 き 続 き 取 り 組 み ま し ょ う ！

　 今 年 も 3 月 5 日 （ 水 ） サ ン ゴ の 日 に イ ベ ン ト を 開 催 し ま す 。 本 イ ベ ン ト で は 、 ビ ー チ ク リ ー ン な ど 、 恩 納 村 の

豊 か な 自 然 環 境 を 守 る 活 動 を 行 い ま す 。 ど な た で も 参 加 が 可 能 で す 。 今 年 は 、 活 動 場 所 、 時 間 が 変 更 と な り

ま す の で 下 記 を ご 確 認 く だ さ い 。

サ ン ナ ち ゃ ん
レ ポ ー ト

2 0 2 5 年 恩 納 村 S a v e T h e C o r al プ ロ ジ ェ ク ト 開 催 （ サ ン ゴ の 日 イ ベ ン ト ）

日 程 1 4 :0 0 ～  出 発 式 （ 恩 納 漁 港 ）

1 4 :4 5 ～  海 ： ビ ー チ ク リ ー ン （ 谷 茶 前 の 浜 ）  陸 ： 陸 域 の 保 全 活 動 （ 赤 間 運 動 場 周 辺 ）

　 　 　 　  ※ 海 、 陸 の 活 動 は 自 由 に 選 べ ま す 。

二 次 元 コ ー ド 又 は 電 話 ※ 当 日 参 加 も 可 能 で す 。参 加 方 法

3 月 5 日 （ 水 ）開 催 日

申 込 み ・ お 問 い 合 わ せ ： 企 画 課 ☎ 9 6 6 - 1 2 0 1

気 軽 に
参 加 し て ね

◀ ◀ ◀ 詳 細 は 村 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い ！ ◀ ◀ ◀
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